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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 24,079 2.3 1,005 561.2 804 ― 478 ―

22年3月期第2四半期 23,549 1.8 152 △56.6 △145 ― △578 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 5.28 ―

22年3月期第2四半期 △6.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 66,776 25,846 40.5 285.35
22年3月期 63,628 25,889 40.7 285.80

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  25,846百万円 22年3月期  25,889百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00

23年3月期 ― 3.00

23年3月期 
（予想）

― 3.00 6.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,840 2.7 1,380 197.8 890 ― 550 6.0 6.07



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表
に対する四半期レビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ.４「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 94,511,690株 22年3月期  94,511,690株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  3,934,782株 22年3月期  3,923,098株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 90,582,427株 22年3月期2Q 90,604,966株
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当連結会計年度の第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成２１年４月から続いた景気回

復の勢いが鈍り足踏みしているところへ、１ドル８２円台へ突入の１８年ぶりの円高の急襲で、６年半

ぶりの円売りの市場介入が止むない為替市場の大波乱もあって、脱デフレ戦の長期化懸念が強く、景気

は踊り場に入ったとみられる推移となっております。すなわち、今年度４～６月のＧＤＰ（国内総生

産）の実質成長率が０．４％に止まり予想外の急落をみて、名目成長率も３期ぶりのマイナスに転じ、

中国の名目ＧＤＰ（ドル換算）を下回る状況で、長引くデフレの影響が大きく影をおとしております。

この間、日経平均株価が１６％安と世界の主要市場で最大の下げをみる一方、円相場が今年３月の１ド

ル９３円台から９月には８３円台突破へ１０％高の急伸で、日本経済は大きく揺さぶられており、１０

年越しのデフレ克服と経済成長基盤固めへの“有言実行内閣”の菅改造政権の追加的な経済対策と日銀

の一層の金融緩和策が求められるところであります。 

第２四半期連結累計期間の医薬品業界におきましては、平成２１年度の概算国民医療費が前年度比

３．５％増の３５兆３千億円に達し金額、伸び率とも過去最高を記録、高齢者の増加と医療技術の進歩

で高度医療の需要増が顕著となり７０歳以上の医療費が全体の４４％を占めるまでに著増しておりま

す。ちなみに、今年３月末のわが国の人口は１億２，７０５万人と３年ぶりの減少となるなか、生産人

口（１５～６４歳）、年少人口（０～１４歳）が過去最小になる反面、６５歳以上の高齢者が２５％超

の都道府県が全体の２０％に達し、今後数年内に多くの都道府県が２５％超となる予備軍となっている

とみられており、平均寿命も長寿世界一の女性が８６．４歳へ、男性も７９．５歳へ４年連続で過去最

高を更新して、少子高齢化が一段と進んでおります。これが国民医療費の膨張に直結しており、なかん

ずく薬剤費抑制への圧力となって、平成２２年度の薬価改定では、業界平均で５．７５％、加えて、長

期収載品目には２．２％を上乗せする厳しい薬価引下げが実施され、ジェネリック薬市場の拡大施策、

各々の特異技術を活かした異業種の医薬品市場参入、それに外資系のシェア拡大攻勢など市場競争は激

しさを更に強めてきております。それに加えて、ジェネリック大手が中堅製薬へＴＯＢ（株式公開買

付）による買収も視野に業務提携を打診する動きが表面化し、世界最大手の参入計画、仏大手と国内大

手との資本・業務提携などジェネリック市場を舞台とした市場再編成の新たな展開が注目されるところ

であります。 

このような市場環境のもと、当社グループにおきましては、主柱の医薬品事業では厳しい薬価引下げ

圧力のもと、主力の透析剤キンダリーの減収をカバーした透析治療に欠かせない大容量製品の生理食塩

液や、透析療法の多様化に伴い安全性向上の新型容器製品のサブラッドＢＳＧの伸び、吸着型血液浄化

器リクセルの続伸、さらに、血液凝固阻止剤のミニヘパの好調、緩下剤センノシド錠や局所麻酔の注射

剤ロカインの急伸など、厚生労働省が使用を強力推進の後発医薬品の品揃えが進展（内用剤４５品目、

注射剤６０品目）し、内用剤の調剤薬局工作、注射剤のＤＰＣ施設機関への攻勢が奏効、後発医薬品部

門の売上が２７億２８百万円（前年同期比１１２．０％）に達して新戦力となり、当期間の売上高が２

３９億４６百万円（同１０２．２％）と営業努力によって増収基調を堅持できました。また、不動産事

業もデフレ下の市況低迷のなか、旧扶桑会館跡の活用効果もあって賃貸収入が安定して売上高が１億３

３百万円（同１１０．０％）となり、当期間の売上高は２４０億７９百万円（同１０２．３％）となり

ました。 

 一方、利益面におきましては、研究開発費負担の軽減効果や全社の合理化努力の奏効で販売費及び一

般管理費が抑制でき、当期間の営業利益が１０億５百万円（同６６１．２％）と大幅増益となり、経常

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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利益においても８億４百万円（前年同期は１億４５百万円の損失）と大幅の黒字転換を実現しておりま

す。ただ、期初に発生の岡山工場設備の一時不調に伴うたな卸資産廃棄損があって当期間の純利益は抑

えられましたが、４億７８百万円（同５億７８百万円の損失）の黒字計上ができ、通期の業績回復へ弾

みをつけております。 

主柱の医薬品事業におきましては、当期間は期初からの厳しい薬価引下げハンデを背負って業績維持

への全社一丸体制のもと増収基調を堅守しておりますが、ことに、主柱の透析剤キンダリーの薬価圧力

による伸び抑制に対して、透析関連の生理食塩液が前期実績で年販１００億円大台乗せを実現、人工腎

臓用補液が新製品サブラッドＢＳＧへの切り替えの進展で年販６０億円突破の勢いであり、血液浄化器

リクセルが年販３５億円台乗せへ、血液凝固阻止剤のヘパリン製剤が年販２０億円を、血液分析器ア

イ・スタットが年販１６億円をそれぞれ目前にするなどでカバーして総売上高の増収基調を支えてお

り、また、課題の岡山工場の量産ラインの一時不調の設備改修が完了して本格的な再稼動を迎えて安定

供給体制を整えております。 

なお、今年８月に既報のＦＴＢ－８１２７（帯状疱疹後神経痛治療薬の「ブプレノルフィン口腔用貼

付剤」）の製造販売承認申請に続いてＴＤＭ－６２１（外科用止血剤）やＯＴＳ１０２（膵臓がん適用

のがんワクチン）の製造販売承認申請が迫っており、この３新製品の企業化による経営の新展開への期

待が高まりつつあります。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、固定資産の減少があったものの、現金及び預金の増加など

により前連結会計年度末より１億４８百万円増加し６３７億７６百万円に、負債は、支払手形及び買掛

金の減少があったものの、借入金の増加や資産除去債務の計上などにより１億９２百万円増加し３７９

億３０百万円に、純資産は、四半期純利益の計上はあったものの、その他有価証券評価差額金の減少な

どにより４３百万円減少して２５８億４６百万円となりました。なお、自己資本比率０．２ポイント低

下いたしました。 

  

当連結会計年度の下期以降の見通しにつきましては、景気振興の逆風となる三つの懸念（長引く円

高・米中経済の減速・政策効果の息切れ）に尖閣諸島沖事件や政権与党元代表の強制起訴など内外に新

たな火種も抱えて不透明な経済情勢のもと、医薬品業界においても、縮小化する医薬品市場においての

シェア争いが熾烈をきわめております。こうした、厳しい経営環境のもと、当社グループにおきまして

は、体質改善による業績基盤の確立が焦眉の急ともなっており、鎮痛、止血、がんワクチンの有望３大

製品の企業化を急先鋒に早期の高収益体制への再整備へ全社挙げて取り組み邁進いたす所存でありま

す。 

通期の連結業績予想は、売上高４７８億４０百万円、営業利益１３億８０百万円、経常利益８億９０

百万円および当期純利益５億５０百万円となっております。個別予想は、売上高４７８億円、営業利益

１３億６０百万円、経常利益８億７０百万円、当期純利益５億３０百万円となっております。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

１．会計処理の原則・手続の変更 

第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ５百万円減少してお

り、税金等調整前四半期純利益は５７百万円減少しております。 

また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は１５７百万円であります。 

２．表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第２四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

 (1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,758 3,137

受取手形及び売掛金 20,838 21,061

商品及び製品 5,158 6,396

仕掛品 113 101

原材料及び貯蔵品 874 950

その他 793 1,466

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 33,534 33,112

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,153 9,317

土地 11,338 11,343

その他（純額） 4,288 4,368

有形固定資産合計 24,780 25,028

無形固定資産 193 200

投資その他の資産 5,268 5,286

固定資産合計 30,242 30,515

資産合計 63,776 63,628

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,998 11,938

短期借入金 9,986 9,825

未払法人税等 65 84

賞与引当金 822 663

その他の引当金 340 347

その他 4,754 4,488

流動負債合計 26,968 27,348

固定負債

社債 400 450

長期借入金 6,395 5,867

退職給付引当金 928 843

その他の引当金 237 230

資産除去債務 159 －

その他 2,840 2,998

固定負債合計 10,962 10,389

負債合計 37,930 37,738
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,758 10,758

資本剰余金 15,010 15,010

利益剰余金 5,977 5,769

自己株式 △1,402 △1,398

株主資本合計 30,344 30,139

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △7 205

繰延ヘッジ損益 △76 △43

土地再評価差額金 △4,414 △4,412

評価・換算差額等合計 △4,498 △4,249

純資産合計 25,846 25,889

負債純資産合計 63,776 63,628
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(2) 四半期連結損益計算書

  【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 23,549 24,079

売上原価 16,320 17,201

売上総利益 7,228 6,878

返品調整引当金戻入額 － 10

返品調整引当金繰入額 3 －

差引売上総利益 7,224 6,888

販売費及び一般管理費 7,072 5,883

営業利益 152 1,005

営業外収益

受取利息 12 6

受取配当金 19 27

受取報償金 28 －

投資有価証券受贈益 － 45

その他 43 81

営業外収益合計 104 161

営業外費用

支払利息 153 161

投資事業組合運用損 104 29

その他 143 171

営業外費用合計 402 362

経常利益又は経常損失（△） △145 804

特別利益

前期損益修正益 － 27

その他 － 4

特別利益合計 － 31

特別損失

たな卸資産廃棄損 － 332

固定資産除却損 39 25

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 51

固定資産解体費用 400 －

その他 3 0

特別損失合計 442 410

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△588 425

法人税、住民税及び事業税 19 23

法人税等調整額 △28 △75

法人税等合計 △9 △52

少数株主損益調整前四半期純利益 － 478

四半期純利益又は四半期純損失（△） △578 478
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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